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先日開催されました「第75回

“社会を明るくする運動"栃木県

いきいきフェスタ|∩うつのみやJ

に参加しました。保護司会そして

更生保護女性会の皆様方のハーモ

ニーを拝聴して、歌というのは、

などといつた国内の状況に加え、世界情勢に目を転じれば、

保護主義の台頭や資源の争奪など、様々な利害が複雑に絡み

合い、解決が困難な紛争や戦争が生じています。

残念ながら現代の社会の中で孤独や孤立を深め、様々な生

きづらさを抱えたまま、犯罪や非行に至る者がしヽるわけです

が＼私は、このように混沌とした社会だからこそ、人間が人

こうやつて奏でるものなのだなあ   間として心と心を通い合わせることがよリー層求められてい

と感じましたし、ジャズオーケストラの皆様方の演奏に迫力   るのではないかと考えています。
を感じるとともに、感動いたしましたci毎雨明け間もない猛 私たちは、先人が培い守り続けてきた、人が人に寄り添つ

暑の中、会場にたくさんの方のご参加をいただきました。本   て立ち直りを支える「更生保護の心Jの「継承者Jです.

当にありがとうございました。 「21世紀を見ることはできないかも知れないが、21世紀の

現在 |よ、戦後間もない荒廃した社会情勢とは異なります しんでみる、そんな取組を積み重ねていくことが、「更生保

が、少子高齢化、価値観の多様化＼A技術の進歩、匿名 。流   護の心Jを未来に繋ぐ″かけはし″となり、次世代の社会を明

動型犯罪グループ (ト クリュウ)による特殊詐欺事件の増加   るくしていくのだと確信しております。
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前回の引継ぎ

(佐野から宇都宮へ)

令和 7年 8月 31日

<主 旨 >
“社会を明るくする運動 "の協調月間に伴い、関係する地域

の行政機関 。団体等多くの人たちの協力のもと、歴史と文化の

中で健やかに育まれた誇りある郷土宇都宮の文化活動を通して、

地域の連帯と協調による犯罪や非行の無い明るい社会の形成を

目指す契機とする。

令和 7年 7月 19日 (土)13:00～
宇都宮市文化会館 小ホール

35℃の猛暑の日、県内各地区保護司会から 469人の保護司や関係者が集まり、

第 75回 “社会を明るくする運動 "栃木県いきいきフェスタ inうつのみやが開催されました。

今回の特集ではその様子を写真を中心に紹介したいと思います。

全体打合せ

(頑 3長りましょう!)

ステージ準

(表示板の高

ステージ準備②

(座席の表示です)

受 付
(どちらの地区ですか。)

受付準備

(配布物の確認)

会場の様子

(害」りあてた座席に)

受付スタート            駐車場係

(こ んにちは。)        (真 っすぐお願いします)

∫L彎卜臨  〔 ゃスパンドう
※2008年に宇都宮市が主催したSAXセミナーを受講した
メンバーが結成したアマチュア社会バンド

知事到着 !

☆曲名 :LOV巨 オーラリー, サマータイム, オーバーザレインボー ほか

瘍ず

ξヂ:
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◆開式のことば

保護司会会長 加藤 哲男

◇主催者あいさつ

福田富―栃木県知事

◇実行委員長あいさつ

佐藤栄―宇都宮市長

◆来賓あいさつ

塚田典功市議会議長

◆来賓挨拶
森平芳彦宇都宮中央警察署長代理

長谷川刑事管理官

◇来賓挨拶
佐竹信哉栃木県保護司会連合会会長

安全で安′せな地域社会の実現には地域全体で犯罪や非行を防止し、立ち直ろうとする

人を支えていく地域の力が大変重要である。とりわけ罪を犯した人の地域社会への復帰

を最も近くで寄り添いながら支える保護司の活動はなくてはならないものである。県とし

ては県民が保護司活動の大切さを理解し、様々な場面で立ち直りの協力をしていく機運

を醸成するため市町と連携し、更生保護活動に関する広報啓発活動を進めていく。第二

次再犯防止推進計画を策定したところであるが、皆さんと連携しながら進めていきたい。

市民には本イベントを通じて犯罪や非行防止、犯罪や非行をした人達の更生について

理解を進める機会としていただきたい。本市では過去の過ちから立ち直ろうとする人々

を再び地域で受け入れていただき、多様な背景を持つ人と人とが緩やかにつながりなが

ら共に支え合う本格的な地域社会が実現できるよう、事業者・行政が一体となってオー

ル宇都宮で取り組んでいくので皆様にも引き続きご理解いただくようお願いしたい。

近年各種報道において様々な事件が伝えられ、多くの人が胸を痛めている。特にイン

ターネットやSNSを 通じて手軽に始められる闇バイトの影響により、青少年が軽い気
持ちで犯罪に手を染めてしまうことが全国各地で起きている。しかしながら罪を犯した

人が、自立して生活することは簡単なことではない。再び同じ過ちを繰り返さないため

にも、周りの人が温かい目で見守り支えることが大切である。そして家族や地域の人の

見守りと支えは犯罪を未然に防ぐ意味もある。

県内の刑法犯発生件数は平成 15年をピークに 19年連続で減少したが、今和 5年か
らは増カロに転じ、現在もその傾向が続いている。こうした中、近年被害が急増したSN
S形の詐欺については、昨年 1年間の県内の被害総額は |〇 億円を超え、またスマートフオ
ンを使ったニセ警察官によって金銭をだまし取られるということも全国で多発している。

警察としては安全で安だなまちづくりを目指し、各種犯罪に対し、抑止と検挙の両面で

取り組んでいるが、この志は皆さんと共有するものと推察する。引き続き緊密な連携を

保持し、ご支援ご協力を願いたい。

犯罪や非行から立ち直るには地域の温かい力が必要。
「社会を明るくする運動」は今年で 75回 を迎え、すべ
ての国民が犯罪や非行の防止と罪を犯した人たちや非行を

犯した少年たちの更生について、それぞれの立場において

力を合わせ犯罪や非行のない安全で安′せな明るい地域社

会を築こうとする全国的な運動だ。生き生きフェスタは地

域の方々にこのi‐2動 を矢口っていただくイベント。立ち直り
支援の輪が広がり誰一人残さない誰もが安だして暮 らして
いける社会の実現の一歩になることを願っている。

◇閉式のことば

保護司会副会長 豊田善作

◇内閣総理大臣メッセージ伝達
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※保護司会の男性と宇都宮更生保護女性会の合唱団

セ性会 (コーラスきずな

☆曲名 :逢えてよかったね,君 をのせて,群青 ほか

ヨイ

※「うつのみやジヤズのまち委員会」などの支援のもと、

2006年 9月 に発足し、結成 18周年を迎えた小 3から

高 3までの若手メンバーからなるオーケストラ。

◇主催者あいさつ

中島祐司宇都宮保護観察所長

※平均年齢 70歳の年金受給者で結成したバンド

※ごあいさつの要約が違っていた場合は

お許しを願いたいと思います。

☆曲名 :A列車で行こう,マシュケナダ,真珠の首飾り, テキーラ ほか

。戦後街にあふれた非行少年に対し、当時銀座の商店街の有志の人たちが手を差し伸べて

生まれた運動 (銀座フエアー)があつた。国の方でもこれと同じことを始めたのが「社会

を明るくする運動」である。その後日本は高度経済成長をとげたが、その担い手に戦争孤

児や非行少年も多くいた。当時の大人たちに手を差し伸べられた少年たちが高度経済成長

を担つたと考えればまさに「社会を明るくする運動」と呼ぶにふさわしいものだつたと思う。

今年は戦後 80年、「社会を明るくする運動」75年、この運動の歴史が感じられる。AIの進歩、

価値観の多様化、特殊詐欺の増力0、 国家間の紛争など時代|よ大きく変わつてきている。混

沌とした社会情勢だが、先人の努力があつて日本 |よ比較的安定した情勢で国際的にも認lll

を得ている。この運動は今の若い人が活躍し、次の世代未来の社会を明るくするというこ

とにほかならない。この運動の趣旨を理解していただき、地域の安全安心に繋げてほしい。

更生保護の関係者|よ大きく変わつている社会に合わせて変えるところ|ま変えるという気持

ちで頑張つてほしい。

◇閉会の言葉

保護司会昌」会長 小林純枝

大変お疲れ様でした |

切 豪つ:
皇ヽ
″
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官  職 氏  名

所 長 中 島 祐  司
調企
穀

課 画
企画調整課長 大 宮   巧

総
括
グ
ル
ー
プ

統括保護観察官 高風聞 由美香

保 護 観 察 官 大 石 謙
中央、陽西、陽南

太

処

遇

部

門

首席保護観察官 多
田 英 樹

地域処遇グループ統括

保 護 観 察 官
武 田 祥 史
東部、南部、北部、河内

保 護 観 察 官 松 下 裕
陽東、陽北、西部

幸

退任保護司 令禾ロフ年度前期 (敬称略 )

特例再任保護司 (敬称略)

氏 名 再任年月日

下 妻 久 男 R7.5.25

新任保護司 (R75.254寸 )

:ア ンケー ト内容          :
:●趣味 。特技 ②好きな言葉 0抱負 :

大関 博美
陽西分区 犯罪予防部会
①自然散策

②一期一会

0安心できる雰囲気作りに努め信頼関係を
築き保護司として自分に何ができるのか。

試行錯誤しながら学びお役に立てるよう

頑張りたい。

伊藤 紀枝
陽東分区 総務部会
0ウ ォーキング読書、料理
②ありがとう、諦めない、謙虚

0先輩保護司の皆様方に近づけるよう努力
してまいります。ご指導ご鞭撻のほどよ

ろしくお願いいたします。

４
月
１７
日

（木
）
第
１
回
目
の

国
際
更
生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
で
す
。

記
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黄
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イ
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ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
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氏 名 分区 就任年月日 在任期間

吉岡 不□代 中 央 H29.5.25 8年

杉本 浩亮 陽 東 H19.5.25 18年

高島  進 陽 東 H19.5.25 18年

植田 俊夫 陽 南 H25.5.25 12年

佐藤 恵一 陽 南 H25.5.25 12年

山川  薫 彫易  Jヒ H21.5.25 16年

原 幸 Jヒ   音『 H13.5.25 24`平

安納ミツ子 Jヒ   吝Б H15.5.25 22`手

水沼 正好 南 部 H29.5.25 8年

服部 鉄男 Jヒ   音6 H25.5.25 12年

大日向照和 Jヒ   音Б H20.11.5 16年

長 い聞お  れ で した
会  長 カロ藤 哲男 副 会 長 豊田 善作

副 会 長 小林 純枝 副 会 長 吉田 享二

常務理事 岡本  良 会  計 樫田 俊一

監  事 澤井 好明 監  事 田崎 都子

新役員の皆さん

フ
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一犯罪や非行 を防止 し立 多直 クを支える地域のチカラー

中央分区 北部分区

分区長 板垣 博史 分区長 赤坂 信行
今年は、宇都宮市立―条中学校の体育館で7月

18日 (金)11時 25分から生徒 教職員 保護 o」
(487人 )が一堂に会しての集会となりました。

初めに板垣分区長が保護司とは、社会を明るくする運動はどのように始まつたの

かなどのあいさつをし、今日の話を参考に目分の頭で考え作文を書いてみましょう

としめくくりました。そのあと社明のグッズをそれぞれのクラスの代表に手渡しま

した。

次に宇都宮中央警察署の磯拓朗環から「スマホ ケイタイ電話によるトラブル防
止講座」の話がありました。

スマホやケイタイは、現代において便・ lなもので欠かすことのできないものです

が 犯罪にまきこまれることも多いので使い方を間違えないようにすることが大切
です。インターネット上のコミュニケーシ∃ンは、世界中の人とつながることがで

きてしまうし、なかには悪い仲間を探している人もいるので注意が必要です。

動画も見せていただきました。出会い系サイトに、遊ぶためのお金がほしくて、

かるい気持ちで書き込みをしてしまう女子高生の話で、友達がやつていて簡単にお

金が手に入ると、1度がもう1度ということになり画像をとられて一生つきまとわ

れてしまうというものでした。

こういつた被害に合わないようにするために 見ない・書き込まない絶対に会わ
ないということが大切だということです。ケイタイの場合、無料でフィルタリング

サービスをうけ、身を守ることが大切です。

これから高校生になリアルバイトをする時に、SNSか ら闇バイトに参力]しないよ
うに、短時間で高収入などとtlう ことはありえないし、犯罪です。自分だけでなく

家族も危険な目に合ってしま_lますので、絶対申し込まないように、正式の手続き

をふんでアルバイトをしてほしいと力説されました。

最後に「栃木ポリス」とtlうアプリに登録すれば、栃木県内の犯罪発生1青報や防

犯情報、防犯ブザー機能ちかん対策機能など安全安心に役立つ機能を提供してくれ

分区長 若度 哲久

「社会を明るくする運動」の一環として、

毎年 7月 に∃―クベニマル細谷店前におい

てPRク ッズの配布を行なつています。今年

も 7月 5日 (土 )午後 4時から13人が参カロ
して行いました。「社会を明るくする運動 J

のバンフレット・うちわ ポケットティッ
シュを用意し、 2か所の入り□で、買い物
を終えた方々に声を

かけながら手渡しまし

た。用意したクッズは

あつという間、30分ほ

どで配り終えてしまい

ました。参カロした皆さ

ん暑い中、お疲れ様で

した。雨に降られず良

かつたです。

る栃木県警察の防犯アプリがありますので、是非保護者

と相談して活用してほしいとお話をしめくくりました。

一条中学校の生活委員長の生徒からお礼の言葉があ

り講座は終了しました。一条中学校の生徒は 体育館入
場の時かllD静かに整然としており大変立派な態度で話も

聞くことができていて好感がもてました。今日の講座が

日々の生活に生きていくことを期待しています。

陽西分区

陽西分区の社明活動を 7月 12日 10時半

からお昼まで、∃一クベニマル戸祭店で

行いました。

分区会員11人中10人が参力□、 6月 に

袋詰したうちわ、リーフレット、ティッ

シュ等を地域の方々と交流しながら、

200袋配布しました。

西部分区
陽南分区  lF,
分区長 馬場 友治   ′

7月 8日 に社明グッズを区分けする作業を行いました。昨年

は各地区のお祭りで配布したところ、非常に評判が良かつたの

で今年も同じ計画を立て実施しました。

7月 5日 、51/田で行われた夏祭りを皮

切りに、グッズを配ると特にうちわが好

評で暑い最中、お祭りに来た人たちに

大いに喜んでもらい、役立てていただき

ました。7月後半に|よ、陽光のお祭りや

緑ヶ丘ふるさと祭りが行われ、そちらに

も出向しヽて活動しました。

当分区は、吉澤定雄分区長のもと、10人体市Jで

す。吉澤分区長は、姿川地区自治会47の連合会長

を拝命し、地域の絆を大切にし人と人が支えあうこ

とをもとに行動されています。このことは当分区保

護司活動とも結びついております。

「社会を明るくする運動Jでは、メンバーが各自

治会にグッズ配布を行なつております。さらに保護

司活動を理解していただくために地域のイベントヘ

の参力□を行なつております。

第75回 「社会を明るくする運動
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東部分区

分区長 関□ 浩

7月 1日 (水 )、 夏休みを前

に劇団「三十六計」により演劇

教室が、瑞穂野北小学校体育館

で行われ、児童135人、保護司

11人が参力日した。

演劇で |よ 「イ・力・ノ・オ・

ス・シ」で自分の身を守ること

を学んだ。

児童からは「防犯のことが良くわかつた」「イカ

ノオスシの意味がわかつた」「笑いながら楽しく勉

強できたJと感想が述べられた。

児童代表の6年生 よしば |よるきさん|よ、
「こんな時どうするは、自分にとつてどうするかを

あらためて考えさせられました。これから成長する

にあたり、たくさんの人との出会

いがある。正しい半」断ができるよ

うにしていきたいと思う」とおネし

の言葉を述べた。

く社明グッズ |よ各地区の夏祭りに

配布されました。

115f)(7)

分区長 関□ 日出夫

南部分区では 6月 27日 (金 )地区別定
例研修会後、社明運動グッズの袋詰めを

行いました。効率よく作業をすることが

でき、40分程度で360袋の配布セットを
用意することができました。

7月 8日 (火)に社明グッズの配布を」R雀宮駅の東□・

西□で行いました。35℃ を超える猛暑の中、宇更女の応援

も力□わり、約 1時間ですべてを手渡すことができました。

駅の乗降客を始めタクシーやバスの運転手、送迎の方々

にも配り喜んでいただけました。高校生がもらつたグッズ

をもらえなかつた小学生にそつと手渡ししていた姿には

ちょつと感動しました。

南部分区

分区長 亀丼 照明

陽北分区 |よ毎年

八坂神社で行われ

る「天王祭」に合わ

せて、社明運動を

実施 しています。

今年も 7月 19日 に

八坂神社境内でお祭に来られた皆様にウチワやボー

ルペン、テイッシユ等を配布しました。昨年 |よ豪雨の

中での社明運動でしたが、今年 |よ青天に恵まれ、ウ

チワが大好評でした。

6/30(月 )～

IF民に保護 lllの i舌動を知ってもらうため、今年は、

組みや立ち直りを支援するバネル展を判催しました。

分区長 斎藤 正光

陽東中 泉ケ丘中 鬼怒中の全校生徒にリーフレットと
ポケットティッシユを配布しました。

峰小・陽東小 泉ケ丘小 御幸小・御幸が原小に|よ大き
な啓発ポスターを。分区内のコミセン各所には、社明ス
□一ガンの入つたパネルを置かせていただきました。各校
の先生や日哉員のみな様に|よ、クリアフアイルやうちわをお

渡ししました。
社明作文への応募もお願いして、今年の社明活動を終了

しました。

分区長 六本木 保仁

去る7月 4日 ・8日 に、
運動を実施しました。

地区内のスーパーにおいて社明

両 日共とても暑く大変な

中、各ポランテイア団体の協

力者35人と共に、配布物等を
来客者へ配り、更生保護への

理解を求め、社会復帰と立ち

直りのため、運動を実施しま

した。大変お疲れ様でした。

フ/3(木)市役所一階市民ホール

栃木県と栃木県保護司会連合会と共催で、再犯防止の取り

多くの方に見ていただけたと思います。

:::::::::::::::::::::::::::::::
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こばやし  つなよし
西部分区 」ヽ林 綱芳さん

小林さんは、県立学校に勤務されていた時、

下妻元会長から誘いがあり、ご家族とも相談

を重ね、退職にあわせて令和 2年 5月 25日 に

保護司を委嘱されました。

令和 3年 9月 に初めての環境調整を依頼され、不安で一杯だっ

たそうで丸 どの様な事を聞くのか、記録しながら話をしてよいの

かなど加藤分区長 (現会長)に電話を入れ助言をいただき、引受

人宅を訪問しました。1か月後には対象者との初回面談もありま

した。「まずは、雑談を通して対象者に話をさせるこ

と。そして、信頼関係を築くことが大切である。J

と助言をいただいたことを基に実施し、今年保

護司6年目となりました。

小林さんは、令和 5年 3月 より1年間、栃木県

更生保護就労支援事業所の就労支援員として勤

務されました。対象者と面談を行い、就労に向けて

の意識向上を図りながら、ハローワークや協力雇用主との連携を

行い、早期就労に尽力されました。特に、宇都宮市内の協力雇用

主先には訪間を数多くされたそうで現

就労支援員は、対象者に協力雇用主先を紹介し、対象者自身

に判断させま丸 自分事であることをあえて意識させるためだと

言っていました。協力雇用主先に対象者と共に面接に向かい内定

をいただいた時は、うれしかったそうで丸 ただ、就労数日で退職

した時は、「なぜ ?」 と悩んだそうですЭl年間の勤務でしたが学

ぶことが多くあったと感慨深 話をしてくれました。

ご家庭では、家庭菜園、体力維持のためのスイミン久 そして奥

様との「道の駅Jめぐりを行なっているようですЭ特に、道の駅し

もつけがお気に入りと聞きました。

これからも地域のためご活躍されることを願っていま丸

くインタビュアー 薄羽 正明〉

保護司

北部分区 穀̈さん
保護司としてはもとより、地域でも頼られ

る存在の平野さん。保護司の委嘱を受けられ

7年 目 (2019年 5月 より)。 まだまだ「やりが

し週と感じるまでには届かま 対象者と会うときは、今もただただ

一生懸命活動しているだけですと仰いま丸 初めて保護司へのお

話をいただいたのは、元北部分区長o現 在もご活躍・ご指導い

ただいている女性の先輩からのお声がけだったそうで丸 その時

は「私には荷が重すぎる。無理無理 !」 これが感想だったそうで

丸 でもご家族に反対されることもなく、お受けした

との事。また、今までの活動を振り返りお話を

される中で、平野さんの性格であり保護司とし

て真摯な姿勢を表していらっしゃるエピソード

が、「私は対象者のお話をじっくりお聞きする

のは得意です。愚痴でもなんでも。気づくと1時

間過ぎていることもよくありました。それが平凡な主

婦の私ができる、たった一つの事で現 」と話されました。いつで

もどこでも相手を慮り、接している平野さんだと改めて実感いた

しました。他に地域の活動としましては、地区の女性防火クラブ

をはじめその他ボランティアの会・福祉協力員・小学校の宮っ子

コーディネーターなど、地域に無くてはならない活動を行う組織

の第一線でご活躍されておりま丸 ゴ賠る分区同様、更生保護女性

会 (更女)の会員としても、児童養護施設への見学や夏休みの昼

食作り。宇都宮市内の中学 2年生の立志式において手作りの「紙

しおり人物 をお届けするなど、子どもたちと心をつなぐあたたか

い活動を続けていらっしゃいま丸 まだまだ平野さんのご活動や

その想いをお伝えしたいことがあるのですが、以上をご紹介.1さ

せていただきます。

〈インタビュアー 山本 和紀)

の
野
“
平

己〓】̈
ロ

Nさんとの出会い

【0月 0日】新たに担当することとなった

Nさんのアパートを往訪する。Nさんは未

成年。高校中退後、アルバイトをしている

が、不良仲間との交友関係から抜け出せ

哄 挙句、交際相手の車のカーナビにケー

タイを投げつけて壊したという事案であ

る。

離婚した母と二人暮らしであるが、父

親とも親交がある。初回は、まず体調を質

し、現在の母親との生活状況、被害者への

弁済の有無を確認する。

面接となる。本人及び母親によれば、今住

んでいるアパートは繁華街に近く、不良仲

間が集まりやすい環境なの■ 市外の父親

の家への転居を考えているとのことであ

る。

初同面談から半年ほど過ぎた頃、父親

事の手伝いなどをして生活しており、比較

的平穏そうである。

しかしそのうちに父親との折り合いも

悪くなり、観察期間終了間際に家を出てし

まった。

【○月O日】本人からの連絡で転居先が

が交友関係を懸念し、市外の自宅に彼を

引き取り転居した。転居先は本来は管轄

外だったが、父親と本人の希望もありその

まま保護観察を担当する。

【0月0日】転居先の父親の家を往訪。現

在は、父親とNさんの交際相手と3メこで暮

判明cそこで観察期間の  を迎える。最
後に一度だけその転居先を往訪し、保護

観察期間の終了を告げ、観察所からの図

書カードを手渡丸

その時はとても嬉しそうだったことを憶

えている。

らしている。Nさんが中学時代を過ごした

場所でもあり、友人からの紹介で基礎工Ю月○日】今回も対象者宅を往訪しての

(中央分区 S・ Y)
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私にとっての面接

東部分区 直井 茂
今年度の第一期地域別定例研修のテーマは「面接Jで、

保護観察は「面接に始まり而接に終るJと研修のねらいが謳

われていま丸 また、雑誌「更生保護J(令和七年一月号から

六月号)に掲載されている「保護司のための面接スキルアッ

プJが、ZOOMウェビナー研修として、より詳細な内容で行わ

れました。

私にとってこれらの研修は、これまでの対象者との面接を

振り返り、単に、画接技術に留まらず、その本

質を教えていただく機会となりました3

私はこれまでの職務経験から、面接時対象

者が、どのような背景の中で生きてきて、そこ

からどのような価値観、人間関係、社会との関

わり方を作りあげたのか。問題に出会った時

どう対処してきたのか。どんな強さを持ってい

るのか。どのような人に支えられ (あるいは支

えられず)生きてきたのか。そして「今、自分の

目の前にある問題をどのように捉え、自分でど

のようにできると考え、ど/‐uな限界を感じてい

るのか。どのような方法で、この問題に取り組

むことができるのか。」ということを、対象者

から教えてもらう姿勢で面接することを心掛

けてきました。

今回の研修で学んだ「」寧さ」「 (過去を

含めて)肯定するJなどを身につけて、生きづ

らさを抱えた対象者と向き合っていけたらと

思っていますЭ

少女から母親に

【C月 0日】「こんちは一 IJと言つて元気

に部屋へ入って来た。

10代の少女である。今日もバイクで来た

と椅子に座った。友達とケンカをして傷を

負わせたり、万引きの罪もあるが、反省し

ているし、ちゃんとするよ、と言って笑う。

【●月0日】この日はボーイフレンドと一緒

に来訪。

玄関の靴の向きをきちんと直している彼

氏に文句を言うが、彼氏はこれが止しいと

たしなめる。

履く日寺にめんどくさいんだよ、と言い返

すDなかなかきちんとした彼氏だ。

【0月C日】実父と上手く行かず言い争い

ばかりだと聞いたので、実母と面談c真面

目そうな母親で、本人は全く言うことを聞

かないと肩を落とすЭお互いに情報交換を

して様子をみることとした。

【0月●目】先頃の彼氏とは別れ、別の人

の子どもを身ごもり、自立して出産、11活を

する、と本人から話があった。市役所へ同

行し相談の上、しばらくの間生活保護を受

給することとなった。

【0月 0日】無事に出産し、新しい生活が

スタートした。

不安いっぱいの毎日だつたようだが、市

感謝・感謝

東部分区 下妻 久男

私は十六年前保護司や更生保護について何も知らないま

ま、先輩の勧めで保護司になりました。以来常務理事二年

間、会長八年間 (県会長三年間)務めさせて頂きました.今

回広報部から何でも書いてよいからと原稿依頼を受け、何を

書くか迷いました。結局、私を長きに渡って辛抱強く育てて

頂いた保護区の皆様に改めておネLの言葉を述べるのが一番

であると思いました。「皆様には、本当にお世話になり有難

うございました.Jこの吾葉を何回繰り返しても足り

ませんが、少しでも皆様に私の気持ちをお伝えでき

ればと存じま丸

保護司会もカロ藤新会長のもと新たな船出|となり

ました.今、保護司を取り巻く環境は、 j犯防止

推進法の成立後、昨年の「持続可能な保護司制

度の確立に向けた検討会Jを始め、滋賀県大津

市の保護司の殺人事件を契機に大きく変わろう

としていま丸 是非これからも安全で安心な社会

実現のため頑張って頂くことを願っていま丸

私も五月から尚徳有隣会副理事長として勤め

始めましたcまた宇都宮保護区保護司会の皆様に

はお世話になりますが宵しくお願い中し上げます

最後に宇者「宮保護区保護司会の小々のご発展を

お祈り申し上げますと共に、長い間お世話になり本当

に有難うございました。  合掌

の保健師の方たちの応援もあり、子どもと

一緒に本人も成長していった。保護観察期

間も終了して、家族とも何とか交流を持て

るようになった。

赤ちゃんの力はすばらしい。

【C月 0日】何ケ月か過ぎた頃、本人から

電話があったc

子どもは元気にしていること、自分もア

ルバイトからパートの仕事に変わり、生活

保護の受給が無くても生活できていると

のことだった。

IIBるい彼女の声と報告を聞いて嬉しい

‐日となった。  〈陽東分区 N・ K〉
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令和 7年度 総会開催

退任役員挨拶

今年度の宇都宮保護区保護司会の総会が、 5月 15日 (木)午
後 1時 30分よリホテルニューイタヤにて開催された。植田常務

理事より出席者 104人、委任状 33通で保護司会会員の 88%に

なり、総会成立との宣言があった。開会前に安藤さんへの花束贈

呈が下妻会長からあり、引き続き会長、来賓の中島保護観察所長、

市長代理の木村保健福祉部長から挨拶があり、議事に入った。

中央分区の板垣さんが議長を務め、議事録署名人・書記の選任

後 1号議案から順次審議が行われた。4号議案まで植田常務理事。

岡本会計の説明に特に質問や意見はなく承認された。その他の意

見として社会貢献保護司についての活動内容の質問と広報部長よ

り会報の発行回数が今年度より2回になる旨の報告があった。続

いて 5号議案の役員改選案について上程があり、承認された。議

事終了後、新旧役員の代表挨拶があり、総会は無事終了した。

その後会場を移して懇親会が加藤新会長の挨拶でスター トし、

軽食をとりながら会員同士の交流を深めることができ、和やかな

うちに開会することができた。

○第5回理事会開催 (令7.4.23 宇都宮保護観察所 23人 )
○令和 7年度定期総会開催
(令 7.5.15 ホテルニューイタヤ 104人出席)
議題・令和 6年度事業報告、決算 。監査報告
・令和 7年度事業計画、予算案
・役員改選について

終了後「歓談」開催

○新任保護司辞令交付 (令 7.5.26付 3人 )
○新任保護司オリエンテーション

(令 7.6.9 保護司会事務所 5人 (新任 2人))
○第 1回理事会開催
(令 7.6.13 宇都宮保護観察所会議室 22人 )
○パネル展

(令和ア.6.30～ ア.3 宇都宮市役所 1階 市民ホール)
○栃木県いきいきフェスタinう つのみや

(令和ア.ア .19 宇都宮市文化会館 480人 )

地域別定例研修会 (第 I期 )

※今回の研修会のテーマは「面接についてJおよびフリー
ディスカッションでした。

宇都宮

令和 7年度
保護区保護司会年間行事予定

月 日 曜 日 主な行事予定 場所

4

金 執行部会⑤ 事務局

23 水 理事会⑤ 保護観察所

25 金 いきいきフェス作業部会④ 事務局

5

13 火 県社明推進委員会 (観察所等主催) 県総文センター

15 木 宇都宮保護司会総会・歓談 ホテルニューイタヤ

20 火 臨日寺詞lイ〒吉Б
`会

 (弓 静困) 事務局

26 月 新任保護司辞令伝達。研修I(観察所主催) 保護観察所

6

4 水 執行部会① 事務局

6 金 いきいきフェスタ作業部会⑤

9 月 新任保護司研修Ⅱ、保護司会新任オリ 尚徳会館

13 金 理事会① 保護観察所

18 水 第2回いきいきフェス実行委員会 市役所

23 月 宇都宮協力雇用主会総会 (雇用主会主催) 尚徳会館

7
5/30～3 パネル展示 市役所 市民ホール

19 土 栃木県いきいきフェスタ nうつのみや宇都宮市文化会館

8 22 金 いきいきフェスタ作業部会⑥

10 水 第2期地域別定例研修 (観察所主催) 市役所

10 水 執行部会② 事務局

26 金 理事会② 保護観察所

10

7 火 日帰り施設参観研修 東京高等裁半」所、法務局

15 水 新任保護司辞令伝達・研修I(観察所主催) 保護観察所

28 金 新任保護司研修Ⅱ、保護司会新任オリ 尚徳会館

25 火 県顕彰式 市文化会館

26 水 執行部会③ 事務局

未 更女合同研修会

12
2or4 第3期地域別定例研修 (観察所主催) 市役所

10 水 理事会③ 保護観察所

1 20 水 新年自主研修・懇親会 未定

2 18 火 執行部打合せ 事務局

水 執行部会④ 事務局

25 金 理事会④ 保護観察所

4～ 6月
第 1期地域別定例研修

(観察所主催 各分区毎)
各分区にて

1～ 3月
分区別 自主研修
(保護司会主催 各分区毎)

各分区にて

担当副会長 豊田 善作

中 央 小池  薫 東 土
ロ 田崎 都子

陽 東 中山 敬子 南 立
ロ 津野田誠一

陽 南 上野 節子 西 立
ロ 小林 綱芳

陽 西 星野 富男 土
ロ 廣瀬 路子

陽 澤田 明彦 内

'可

啓原

中 央 6月 3日 (火 ) 東 部 5月 20日 (火 )
陽 東 6月 12日 (本 ) 南 部 6月 27日 (大)
陽 南 5月 27日 (火) 西  部 6月 26日 (木)
陽  西 6月 24日 (火 ) Jヒ   音6 6月 19日 (木)

陽] Jヒ 6月 12日 (木 ) 河  内 6月 11日 (水)

☆ 115号は、行事が盛り沢山の為、10頁の発行になり

ました。

★記録的な猛暑の夏、社明活動お疲れ様でした。

525現在
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